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 科 目 名(Subject)   現代管理会計情報特論  
  （Management Accounting） 

 単 位 数(Credits) ２ 単位  開講時期 後期 

 担当教員名 

(Name) 

  乙政 佐吉 

 （Sakichi Otomasa） 

研究室番号 

(Office)  
422 

 Office Hours  在室中はいつでも可（できれば事前にメールで連絡して下さい） 

１．授業目的・方法(Course objective and method) 

本科目の目的は、管理会計の諸概念と企業経営における管理会計情報の利用方法について学ぶとともに、

管理会計研究の全体像を把握することである。高度専門職としてのコンサルタントおよび教育研究者の育成

を想定している。 

前半には、管理会計の発展過程を通じて伝統的管理会計と戦略的管理会計について学習する。後半におい

ては、管理会計を研究するにあたってどのようなアプローチがあるのかについて検討する。授業は基本的に、

事前に準備してもらった予習課題について報告をしてもらった上で、報告内容に関して議論をするという形

で進めていく。 

 

２．達成目標(Course Goals） 

達成目標として、次の三点を挙げる。 

 ・管理会計研究を進めていく上での学術的基礎を身につける。 

・管理会計の諸技法や諸理論について自主的に研究を進めることができるようになる。 

・研究テーマに即した研究方法論を採用・実施できるようになる。 

 

３．授業内容(Course contents) 

 1  オリエンテーション 

     予習課題    なし               復習課題         なし 

     ２    管理会計の基礎概念と原価概念 

      予習課題    使用教材①を熟読の上、管理会計・原価計算の理解に不可欠な用語の意味や原価概念についてま

とめてくること。 

   復習課題 「planningと controlという概念があるにもかかわらず、なぜmanagement controlという概念が必

要になったのか」についてレポートを提出すること。 

   3  管理会計の発展（１） 

     予習課題    使用教材②を熟読の上、管理会計研究方法論についてまとめてくること。 

   復習課題   なし 

   4  管理会計の発展（２） 

      予習課題  使用教材③を熟読の上、1990年代のアメリカ管理会計研究の概要についてまとめてくること。  

   復習課題   なし 

   5  インターラクティブ・コントロール 

     予習課題   使用教材④を熟読の上、プロセス型の戦略論、組織学習、四つのレバーについてまとめてくる

こと。                   

復習課題   「会計によるコントロールは創造性を阻害するか」についてレポートを提出すること 
   6   ABC/ABM 

      予習課題   使用教材⑤を熟読の上、ABC が提唱された背景、ABC と伝統的原価計算の相違点、ABC と

ABMの関係についてまとめてくること。 

  復習課題      なし 

   7  品質原価計算 

      予習課題   使用教材⑥を熟読の上、品質原価計算の概要、品質管理と品質コストマネジメントの関係、品

質原価計算の限界およびその克服方法についてまとめてくること。 

  復習課題      なし 

   8  原価企画 



 

      予習課題   使用教材⑦を熟読の上、原価企画の特徴、原価企画の逆機能およびその克服方法、原価企画の

海外移転に関する留意点をまとめてくること。 

  復習課題      「戦略的コストマネジメントはなぜ戦略的なのか」についてレポートを提出すること。 
   9  BSC 
      予習課題   使用教材⑧を熟読の上、BSCが提唱された背景、財務的指標の問題点、BSCの特徴、戦略マネ

ジメントシステムについてまとめてくること。 

  復習課題      「BSCによる業績連動型報酬制度の課題は何か」についてレポートを提出すること。 

  10   情報経済学アプローチ 

      予習課題   使用教材⑨を熟読の上、不確実な環境での意思決定における情報の価値、および、エイジェン

シー理論の管理会計研究に対する意義についてまとめてくること。                   

復習課題    数学的モデルの管理会計研究に対する意義についてレポートを提出すること。 

  11   行動科学アプローチ 

      予習課題   使用教材⑩を熟読の上、予算管理、予算編成、予算の行動科学的側面についてまとめてくるこ

と。 

  復習課題      なし 

  12   コンティンジェンシー・アプローチ 

      予習課題   使用教材⑪を熟読の上、コンティンジェンシー理論とは何か、管理会計システムの設計にあ

たってなぜ組織コンテクストを考慮する必要があるのかについてまとめてくること。 

   復習課題         コンティンジェンシー・アプローチによる論文を 1 点とりあげ、批判的に考察した上でレポ

ートを提出すること。 

  13   影響アプローチ 

      予習課題   使用教材⑫を熟読の上、管理会計システムの設計・運用によって組織成員の意思決定や行動に

どのように影響を与えるのかについてまとめてくること。 

  復習課題      なし 

  14   管理会計システムの導入研究 

      予習課題   使用教材⑬を熟読の上、導入研究とは何か、管理会計システムを導入する際の促進要因・阻害

要因とは何か、効果的に管理会計システムを導入するにはどうすれば良いかについてまとめて

くること。 

  復習課題      「わが国においては、欧米企業に比べてなぜABC/M、BSCを導入する企業が少ないのか」につ

いてレポートを提出すること。 

  15  管理会計の研究動向 

      予習課題   講義を踏まえて、管理会計研究の課題についてまとめてくること。 

  復習課題      なし。 

 

４．事前学修・事後学修(Preparation and review） 

本講義の目的を達成するために、上記の予習課題および復習課題をこなす必要がある。以下の点に留意し

ながら課題に取り組むこと。 

・わからない語彙等は必ず調べておくこと。 

・自らの経験に照らしながらテキストの理解に努めること。 

・興味をもった技法や理論に関しては自ら関連論文を検索すること。 

 

５．使用教材(Teaching materials) 

①溝口一雄編著 (1987) 『管理会計の基礎』 中央経済社。 

②廣本敏郎 (1993) 『米国管理会計論発達史』 森山書店。 

③Shield, M. D., (1997),  Research in Management Accounting by North Ameicans in the 1990s, Journal of 

Management Accounting Research, Vol. 9, pp. 3-61. 

④Simons, R. (1995), Lever of Control, Boston, Mass: Harvard Business School Press.  （中村元一・黒田哲彦・浦島

史恵訳， 『「21世紀経営」４つのコントロール・レバー』 , 産能大学出版部, 1998年。） 

⑤Kaplan, R. S. and R. Cooper (1998), Cost & Effect : Using Integrated Cost System to Drive Profitability and 

Performance, Boston: Harvard Business School Press. （櫻井通晴訳, 『コスト戦略と業績管理の統合システ

ム』, ダイヤモンド社, 1998年。） 

⑥伊藤嘉博 (2001) 『環境を重視する品質コストマネジメント』 中央経済社。 

⑦加登豊 (1993) 『原価企画：戦略的コストマネジメント』 日本経済新聞社。 



 

⑧ Kaplan, R. S. and D. P. Norton (2001), The Strategy-Focused Organization: How Balanced Scorecard Companies 

Thrive in the New Business Environment , Boston, MA :  Harvard School Press. （櫻井通晴監訳, 『キャプラ

ンとノートンの戦略バランスト・スコアカード』, 東洋経済新報社, 2001年。） 

⑨Scapens, R. W., (1985), Management Accounting: A Review of Recent Developments, London: Macmillian 

Publishers. (石川純治監訳 『管理会計の回顧と展望』白桃書房, 1992年。) 

⑩小菅正伸 (1997) 『行動的予算管理論 増補第2版』中央経済社。 

⑪Fisher, J., (1995), Contingency-Based Research on Management Control Systems: Categorization by Level of 

Complexity, Journal of Accounting Literature, Vol.14, pp.24-53. 

⑫Hiromoto, T., (1991), Restoring the Relevance of Management Accounting, Journal of Management Accounting 

Research, Vol.11, pp.1-15. 

⑬谷武幸編著 (2004), 『成功する管理会計システム－その導入と進化』, 中央経済社。 

 

６．成績評価の方法(Grading) 

         評 価 の 要 素   ウェイト 

 出席率 

 授業への参加度（事例，討論、調査） 

 ホームワーク（事前課題の提出） 

 小テストないしクイズ 

 試験ないしプレゼンテーション（最終課題） 

    10   ％ 

    40   ％ 

    50   ％ 

     0   ％ 

     0   ％ 

 

７．成績評価の基準（Grading Criteria) 

秀（１００～９０）：管理会計について秀でた理解力を示し、管理会計を研究するためのアプ

ローチを応用して、経営管理上の現象について秀でた分析をすることができる。 

優（８９～８０）：管理会計について優れた理解力を示し、管理会計を研究するためのアプロ

ーチを応用して、経営管理上の現象について優れた分析をすることができる。 

良（７９～７０）：管理会計について基本的な理解力を示し、管理会計を研究するためのアプ

ローチを応用して、経営管理上の現象について分析をすることができる。 

可（６９～６０）：管理会計について基本的な理解力を示すものの、管理会計を研究するため

のアプローチを応用して、経営管理上の現象について分析をすることができない。 

不可（５９～０）：管理会計について十分な理解力を持たず、管理会計を研究するためのアプ

ローチを応用して、経営管理上の現象について分析をすることができない。 

 

８．履修上の注意事項(Remarks) 

・ 使用教材に関して、海外ジャーナル（論文）および既に絶版となっている文献に関してはコピーを配付

する。それ以外の文献については購入が必要である。 

・ ただし、シラバスの内容は変更する場合がある。詳しくはオリエンテーションの際に説明する。 

 

 

 


